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写真の掲載については確認済ですが、無断転載・転用は固くお断りします。
ユニバーサルデザインに配慮した書体・配色を使用しています。

しながわ花海道（東大井一・二丁目、勝島一丁目）

表紙の写真について
（小田真矢様　撮影）

　表紙に掲載の写真は、ご応募い
ただいた中から選ばれました。
　品川区議会では、引き続き品川
区議会だよりの表紙等に掲載する
写真を募集しています。
　詳しくは、品川区議会ホームペ
ージをご覧いただくか、区議会事
務局調査係までお問合せください。
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品川区のこのようなことが
決まりました

品川区のこのようなことが
決まりました

議案等審議
−		令和 5 年第１回定例会		−

会期36日間：令和5年2月21日～3月28日

　認可保育園、認定こども園、地域型保育事業に在園している０～２歳児クラスの第２子の月額保育料を
都に先駆けて 4月から無償とします。

　多様な性に関する都民の理解を推進するとともに、パートナーシップ関係に係る生活上の不便の軽減など当事
者が暮らしやすい環境づくりにつなげることを目的に、「東京都パートナーシップ宣誓制度」が開始されました。
　品川区においても、この「東京都パートナーシップ宣誓制度」を活用し、令和 5年 4月 1日からパートナーシ
ップ関係の相手方と同居している方や同居しようとする方を、下記対象住宅の使用者の資格要件等に追加します。

第２子の保育料を区独自で無償化します
第13号議案　品川区保育の実施等に関する条例の一部を改正する条例
第 14号議案　品川区私立認定こども園、私立幼稚園および特定地域型保育事業の
　　　　　　　利用者負担額に関する条例の一部を改正する条例

Q 区の財政負担について

委員会での質問
A 第２子の保育料は現行半額の保護者負担となっ

ているが（※）、無償化により保護者負担の年額
４億6,800万円の歳入が無くなり、当該額を歳出
の運営費に充当できないため、一般財源で手当
てすることとなる。なお、10月以降分に係る歳
入減については、東京都からの補助が見込まれ
るところである

　「福祉の進展のために役立てていただきたい」と寄贈を受けた寄附金について、下記のとおり基金形成を図ります。

社会福祉基金の増額および高齢者福祉基金の設置を行います
第17号議案　品川区社会福祉基金条例の一部を改正する条例

（１）増額する基金
　　		〔基金の名称〕 社会福祉基金 
　　 〔改正前の額〕 3,000万円 
　　 〔改正後の額〕 1億808万5,788円
　　　　　 　　　　（7,808万5,788円増額）
　　 〔目	的〕 　　  福祉の進展のため

（２）設置する基金
　　  〔基金の名称〕 高齢者福祉基金 
　　 〔基金の額〕　 300万円 
　　 〔目	的〕 　　  高齢者福祉の進展のため

今回審議した議案等は
 区長提出議案 …… 30件　請願・陳情 …… 29件

計59件
※ 上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。

東京都パートナーシップ宣誓制度の活用を進めます
第18号議案　品川区立高齢者住宅条例の一部を改正する条例
第 19号議案　品川区立大井林町高齢者住宅条例の一部を改正する条例
第 21号議案　品川区営住宅条例の一部を改正する条例
第 22号議案　品川区立区民住宅条例の一部を改正する条例
第 24号議案　品川区立従前居住者用住宅条例の一部を改正する条例

第２子第２子 第３子以降

第１子が就学前 第１子が小学生以上 第１子が就学前 第１子が小学生以上

国の制度 保育料　半額　 （制度対象外） 保育料　無償　 保育料　半額　
都の制度

（現状の区の制度） 保育料　半額　 保育料　無償　
区の制度

（令和５年４月以降） 保育料　無償　　

対象住宅　区立高齢者住宅（借上型・建設型）、区立大井林町高齢者住宅、区営住宅、区民住宅、
　　　　　  区立従前居住者用住宅

Q 改正内容の周知について

委員会での質問
A 区民住宅および区営住宅の居住者に対しては、定

期的に発行している居住者へのお知らせで周知を
図り、それ以外の方には、入居者募集の際の募集
要項や区のホームページを活用し周知を行う

　しながわ区民公園に「こどもサッカー場」を新たに整備し、使用料を定めます。

しながわ区民公園に「こどもサッカー場」を整備します
第25号議案　品川区立公園条例の一部を改正する条例

（１）施設の概要
  こどもサッカー場 １面（60ｍ×40ｍ、ナイター設備なし、人工芝） 
 ※大人のミニサッカー、フットサル（２面分）としても利用可能

（２）	使用料金（２時間／枠）

（３）スケジュール（予定） 令和5年8月1日 こどもサッカー場 運用開始予定
　　　　　　　　　　　　　　（しながわ区民公園北側ゾーン改修工事は令和5年12月完了予定）

小学生以下 中学生以上 備考
区内チーム 500 円 1,500 円 軟式こども野球場と

同様の設定区外チーム 1,000円 3,000 円

※令和５年 2 月 27 日時点

※第 21・22・24 号議案についての質問です
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議案の議決結果意見の分かれた議案

議案
番号 件　　　名 結果 自 民

⒀
公 明
⑺

共 産
⑹

イノベ
⑷

ネット
⑶

品 改
⑵

維 新
⑵

無所属議員
（50音順）
⑴ ⑴ ⑴

1 令和４年度品川区一般会計補正予算 可決
※1
○ ○ ×

※2
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 令和４年度品川区国民健康保険事業会計補正予算 可決
※1
○ ○ ×

※2
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 令和４年度品川区後期高齢者医療特別会計補正予算 可決
※1
○ ○ ×

※2
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 令和４年度品川区介護保険特別会計補正予算 可決
※1
○ ○ ×

※2
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 令和５年度品川区一般会計予算 可決
※1
○ ○

※3
×

※3
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 令和５年度品川区国民健康保険事業会計予算 可決
※1
○ ○

※3
×

※3
○ × ○ ○ ○ ○ ○

7 令和５年度品川区後期高齢者医療特別会計予算 可決
※1
○ ○

※3
×

※3
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 令和５年度品川区介護保険特別会計予算 可決
※1
○ ○

※3
×

※3
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 品川区職員定数条例の一部を改正する条例 可決
※1
○ ○

※3
×

※3
○ × ○ ○ ○ ○ ○

11 品川区印鑑条例の一部を改正する条例 可決
※1
○ ○

※3
×

※3
○ × ○ ○ ○ ○ ○

25
品川区立公園条例の一部を改正する条例

（３ページ中段に説明を掲載）
可決

※1
○ ○

※3
×

※3
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 品川区国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決
※1
○ ○

※3
×

※3
○ × ○ ○ ○ ○ ○

29 教育委員会教育長の任命同意について
（伊﨑　みゆき　氏）

可決
※1
○ ○

※3
×

※3
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○…賛成　×…反対　( 数字 )は所属議員数　無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。
※1…自民のうち１名は議長の職務を行ったため、議決には加わりませんでした。
※2…イノベのうち２名は欠席のため、議決には加わりませんでした。
※3…共産、イノベのうち各１名は欠席のため、議決には加わりませんでした。
● 会派名は次の略語で記載しています。 

自民……品川区議会自民党　公明……品川区議会公明党　共産……日本共産党品川区議団　イノベ……イノベーション品川
　ネット……品川・生活者ネットワーク　品改……品川改革連合　維新……品川区議会日本維新の会

各議員の賛否はこちら
の二次元バーコードか
らご覧になれます→全会一致で可決した議案

議案番号 件　　　名
9 令和５年度品川区災害復旧特別会計予算

12 品川区放課後児童健全育成事業の設備および運営の基準に関する条例の一部を改正する条例

13 品川区保育の実施等に関する条例の一部を改正する条例（２ページに説明を掲載）

14 品川区私立認定こども園、私立幼稚園および特定地域型保育事業の利用者負担額に関する条例の一部を改
正する条例（２ページに説明を掲載）

15 品川区家庭的保育事業等の設備および運営の基準に関する条例の一部を改正する条例

16 品川区特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例

17 品川区社会福祉基金条例の一部を改正する条例（３ページ下段に説明を掲載）

18 品川区立高齢者住宅条例の一部を改正する条例（３ページ上段に説明を掲載）

19 品川区立大井林町高齢者住宅条例の一部を改正する条例（３ページ上段に説明を掲載）

20 品川区立健康センター条例の一部を改正する条例

21 品川区営住宅条例の一部を改正する条例（３ページ上段に説明を掲載）

22 品川区立区民住宅条例の一部を改正する条例（３ページ上段に説明を掲載）

23 品川区手数料条例の一部を改正する条例

24 品川区立従前居住者用住宅条例の一部を改正する条例（３ページ上段に説明を掲載）

26 品川区立学校の学校医、学校歯科医および学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例

27 ファミーユ西五反田西館高層棟ほか外壁改修その他工事請負契約

30 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（原　敦子　氏）

区議会ホームページでは、本会議・委員会の資料や会議録などを公開しています

❸

❷
❶

区議会ホームページ トップ画面（パソコン）

　インターネット中継から、本会議の代表・一
般質問等や予算・決算特別委員会総括質疑
の映像をご覧いただけます。

区議会の映像❸

区議会の会議録❷
　会議録検索から、本会議・委員会の会議録
をご覧いただけます。

　区議会の活動から、本会議や委員会の予定・
結果、資料等をご覧いただけます。

区議会の活動❶
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議員研修会を開催しました議員研修会を開催しました

請願・陳情の審査結果付託委員会 請願・陳情件名 受理番号  結 果

災害・環境対策
特別委員会

気候非常事態品川宣言の陳情 令和5年 
陳情第3号 継続審査

品川区に気候区民会議を設置する陳情 令和5年 
陳情第4号 継続審査

都条例　太陽光発電義務化支援の陳情 令和5年 
陳情第5号 継続審査

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号  結 果

総務委員会

来年度国家予算に関する請願 令和5年 
請願第2号 不採択

「消費税インボイス（適格請求書）実施中止を求める意見書」を国へ提出
を求める請願

令和5年 
請願第3号 不採択

品川区庁舎建て替えにあたり品川アリーナ新設を求める陳情 令和3年 
陳情第7号 取り下げ

区民とともに考え議論し、区長とともに創る計画策定を求める陳情 令和5年 
陳情第1号 不採択

区民委員会 選択的夫婦別姓制度の国会審議を求める意見書を国に提出することを要望
する請願

令和元年 
請願第21号 継続審査

厚生委員会 重度障害者を差別しないグループホーム入居選考を求める陳情 令和5年 
陳情第2号 不採択

建設委員会

羽田増便による新都心飛行ルートの中止・撤回に関する請願 令和2年 
請願第3号 継続審査

品川区議会が国に対し羽田新飛行ルートは早急に運用停止するよう意見書
を提出することを求める請願

令和4年 
請願第14号 継続審査

航空需要が回復したとしても、羽田新飛行ルートは必要無くなりました、
よって国に対し運用停止を求める請願

令和4年 
請願第17号 継続審査

住民の生活と命を守るため、国に対し羽田新飛行ルートを早急に一旦海上
ルートへ戻し、再考を求める意見書提出の請願

令和5年 
請願第4号 継続審査

区議会決議を尊重して国交省に撤回を求めるよう区長に求める陳情 令和元年 
陳情第37号 継続審査

羽田新飛行ルートの本格実施飛行の中止を、品川区から国交省に求めてく
ださいの陳情

令和2年 
陳情第21号 継続審査

令和２年３月 29 日以降の「羽田新ルート」運用について「都心上空飛行
ルート」の「海ルート」への変更を求めることについての陳情

令和2年 
陳情第22号 継続審査

羽田空港国際線増便の目的消失による、新飛行経路の都心低空飛行停止を
国に望む陳情

令和2年 
陳情第28号 継続審査

羽田空港新ルート運用の一時凍結を求める陳情 令和4年 
陳情第4号 継続審査

羽田空港新ルート運用の一時凍結を求める陳情 令和4年 
陳情第8号 継続審査

コロナ禍のもとで羽田空港への外国人客が激減している中、都心ルートを
一時凍結し、従来ルートにもどすことに関する陳情

令和4年 
陳情第9号 継続審査

羽田空港への着陸航路について「新ルート」運用の一時停止を議会の総意
として国土交通省に提言することを求める陳情

令和4年 
陳情第10号 継続審査

羽田空港新ルート運用の一時凍結を求める陳情 令和4年 
陳情第11号 継続審査

羽田増便による都心航路上の航空機から落下物が相次ぐ事態に関する陳情 令和4年 
陳情第21号 継続審査

武蔵小山駅前地区・駅前通り地区・小山三丁目第一・第二地区再開発に於
ける行政と再開発準備組合等に関する陳情

令和5年 
陳情第6号 不採択

区内の７つの公園を対象に Park-PFI 制度を活用することに至ったそれま
での経緯と Park-PFI によって生まれるメリット・デメリットまたその事
業内容について具体的に区は区民に説明してくださいに関する陳情

令和5年 
陳情第8号 不採択

分譲マンション区分所有地権者排除小山三丁目第一・第二地区再開発中止
を求める陳情

令和5年 
陳情第9号 不採択

文教委員会

一人ひとりの子どもが大切にされる品川区を求める請願 令和5年 
請願第1号 不採択

離婚等のこども養育支援にかかる陳情 令和2年 
陳情第47号 継続審査

区内小中学校におけるマスク着用の有無に関するいじめ等を防止するため
の啓発活動を求める陳情

令和5年 
陳情第7号 不採択

 採　　択：区議会として、ご希望に賛同します。 
趣旨採択：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。
不 採 択：区議会として、ご希望に賛同しかねます。 
継続審査：継続審査となった請願・陳情は、議員の任期満了
　　　　　（4月30日）とともに、審議未了となります。
取り下げ：陳情提出者の意思により、取り下げられました。

請願・陳情とは
区議会では、区政についての皆様のご要望やご意見を、請願や陳情としてお受けしています。
本会議で採択した請願や陳情は、区長や教育委員会などの執行機関に送り、その実現に努力するよう求めます。

辻一幸町長

町営宿泊施設ヘルシー美里

研修会の様子

マウントしながわ遠景

　令和５年２月９日、山梨県早川町長の辻一幸氏を品川区議会にお招きし、「自治体間連携・交流に
ついて～地域のつながり～」をテーマにご講演いただきました。

　早川町は、山梨県の南西部に位置し、南アルプスの山々に囲まれた自然豊かな町です。
　品川区と早川町は、平成 2 年 4 月 19 日に「ふるさと交流協定」を結び、さまざまな交流事業を実施
しています。平成 19 年には、早川町京ヶ島地区にある広さ 4 万㎡、標高 482 ｍの通称「丸山」を、
品川区民のふるさとの山“マウントしながわ”として区が早川町から無償で提供を受け、里山再生事業
を行っています。

山梨県早川町との交流について

請願・陳情についての議事内容等が掲載
された各付託委員会の会議録は、こちら
の二次元バーコードからご覧になれます
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SDGｓ未来都市に向けた
取組を進めます！

ヤングケアラーやその家族を
支える環境づくりを進めます！

デフリンピック東京大会開催に向け
啓発・応援事業を実施します！

お金の使いみちが決まりました

一 般 会 計 予 算

1,987億9,400万円

特別区税
54,904,000

(27.6%)

民生費
95,673,113

(48.1%)

土木費
28,210,006

(14.2%)

総務費
26,695,373

(13.4%)

一般会計 ( 千円 )

歳 出

一般会計 ( 千円 )

歳 入

教育費
25,120,040

(12.6%)

衛生費
16,577,977

(8.3%)

産業経済費
4,283,125

(2.2%)

公債費
1,092,410

(0.5%)

議会費
841,956
(0.4%)

予備費
300,000
(0.2%)

国庫支出金
30,910,765

(15.5%)

都支出金
16,715,474

(8.4%)
繰入金

13,377,345
(6.7%)

地方消費税交付金
11,800,000

(5.9%)

諸収入
8,402,842

(4.2%)

特別区債
5,111,000

(2.6%)

使用料及び手数料
4,607,442

(2.3%)

繰越金
3,000,000

(1.5%) その他
( 分担金及び負担金など）

5,065,132
(2.5%)

特別区交付金
44,900,000

(22.6%)

特別区税
54,904,000

(27.6%)

民生費
95,673,113

(48.1%)

土木費
28,210,006

(14.2%)

総務費
26,695,373

(13.4%)

一般会計 ( 千円 )

歳 出

一般会計 ( 千円 )

歳 入

教育費
25,120,040

(12.6%)

衛生費
16,577,977

(8.3%)

産業経済費
4,283,125

(2.2%)

公債費
1,092,410

(0.5%)

議会費
841,956
(0.4%)

予備費
300,000
(0.2%)

国庫支出金
30,910,765

(15.5%)

都支出金
16,715,474

(8.4%)
繰入金

13,377,345
(6.7%)

地方消費税交付金
11,800,000

(5.9%)

諸収入
8,402,842

(4.2%)

特別区債
5,111,000

(2.6%)

使用料及び手数料
4,607,442

(2.3%)

繰越金
3,000,000

(1.5%) その他
( 分担金及び負担金など）

5,065,132
(2.5%)

特別区交付金
44,900,000

(22.6%)

特別会計予算総額

756億4,047万5千円

令和５年度一般会計予算の内訳

会　　計 予算額 前年度当初予算額 伸　率

一 般 会 計 198,794,000 189,072,000 5.1%

国民健康保険事業会計 36,230,480 34,898,803 3.8%

後期高齢者医療特別会計 10,155,992 9,611,101 5.7%

介 護 保 険 特 別 会 計 27,754,003 27,282,389 1.7%

災 害 復 旧 特 別 会 計 1,500,000 1,500,000 0.0%

令和５年度予算 （単位：千円）

会　　計 補正額 最終予算額

一 般 会 計 4,059,898 202,420,172

国民健康保険事業会計 2,147,470 37,046,273

後期高齢者医療特別会計 169,695 9,780,796

介 護 保 険 特 別 会 計 706,608 27,988,997

令和４年度補正予算 （単位：千円）

　SDGs（持続可能な開発目標）の達成に向けて
必要な各施策を着実に推進することで、魅力的で
持続可能な品川区を築いていきます。
・区有施設への太陽光発電設備等の設置を推進
・ 製造時の CO2 排出量を低減できる「低炭素ア

スファルト混合物」を使用した道路舗装工事を
試行

・多摩産材を活用したガードパイプを整備
・プラスチック製品回収・再商品化を開始
・木製粗大ごみのマテリアルリサイクルを開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　聴覚障害者の国際スポーツ大会
「デフリンピック」が、令和７年
（2025 年）11 月に東京で開催予定
です。区においても以下さまざまな
事業を実施し、啓発・応援に取り組みます。
・ デフサッカーで交流できる「親子サッカー体験会」

や振動と光によって音の特徴を体感できる「オンテ
ナを使用した音楽会」などを開催

・ デフサッカー日本代表合宿開催時に「フラッグ応援」
や「交流事業」を地域で展開

・「デフスポーツ紹介動画」を作成　　　　　　など

　ヤングケアラー本人やその家族が孤立せず孤独
を抱かない社会を目指し、ピアサポート（peer=
仲間）の開催や SNS 相談の実施、ヤングケアラ
ーコーディネーターの配置などの事業を実施し、
困ったときに気軽にい
つでも相談できる環境
づくりを進めます。

しながわクルーズ
水辺の魅力を PRします！

　目黒川などの水辺の観光スポットを巡る乗船体
験を集中的に実施することで、区の特徴的な観光
コンテンツである「船」
の魅力を発信し、お客
さまの誘致に取り組み
ます。

乗船体験（予定）
秋頃の２か月間  土・日・祝日に運航

庁舎建替えを契機とした
現庁舎跡地の活用を検討します！

　新庁舎の整備に際する区民負担の軽減を目指
し、現庁舎跡地等を有効に活用できる方策を検討
します。区役所建替えを契機とした区民の声を活
かした新しいまちづくりにつなげるため、広町周
辺地区の各種調査や区民アンケート、区民ワーク
ショップの開催や跡
地活用検討委員会

（仮称）の設置など
を行います。

学校給食を
無償化します！

　子どもの心身の健やかな成長を社会全体で支援
する取組の一環として、令和５年４月から、区立
学校の全児童・生徒の給食食材費を無償化し、子
育て家庭の負担と不安を減らし、安心して子育て
ができる環境づくりに取り組みます。

現在の区役所本庁舎

令和５年度予算審査のあらましをお知らせします
２月 24 日の本会議において、予算特別委員会を設置し、
令和５年度予算および令和４年度補正予算の審査を付託し
ました。慎重審議の結果、すべて原案のとおり可決しました。
　予算の内訳は下記をご覧ください。左ページでは主な事
業をご紹介しています。
　予算特別委員会の構成は、以下のとおりです。

■ 委員長：つる　伸一郎　■ 副委員長：湯澤　一貴、中塚　亮
■ 理事：松永　よしひろ、田中　さやか、須貝　行宏、松本　ときひろ　■ 委員：議長を除く全議員
＊令和５年度予算に対する各会派の意見表明は 10 ～ 11 ページに、総括質疑は 12 ページに掲載しています。
＊新型コロナウイルス感染症対策のため、空気清浄機の設置や窓を開けての換気を行い、委員および理事者すべ
ての席にアクリル製飛沫防止パネルを設置しました。
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令和5年度予算に対する各会派の意見表明
※各会派から提出されたものを原文のとおり掲載しています。

　
公
明
党
は
、
令
和
５
年
度
予
算
編
成
の
過

程
に
お
い
て
、
前
区
長
並
び
に
新
区
長
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
費
・
高
校
生
医
療
費
無
償
化
、

補
聴
器
購
入
費
・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
助
成
の
重
点
施
策
が
実
現
し
た
他
、
出
産

・
子
育
て
応
援
事
業
、
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル

仕
出
し
弁
当
事
業
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
福

祉
施
設
整
備
、
認
知
症
関
連
事
業
、
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
応
援
や
手
話
普
及
事
業
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
、
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
、

子
宮
頚
が
ん
９
価
ワ
ク
チ
ン
接
種
導
入
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
検
証
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
応
募
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
常
設
化
、

水
辺
魅
力
向
上
と
船
旅
事
業
、
不
燃
化
・
耐

震
化
や
災
害
物
資
受
援
体
制
強
化
、
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
活
用
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
制
度
等
が

予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
公
会
計
制

度
を
活
用
し
た
行
政
評
価
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
財
政
の
見
え
る
化
と
効
率
的
・

効
果
的
な
運
営
の
進
展
、
さ
ら
に
区
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
活
か
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
切
れ
目
な
い
支
援

や
若
者
支
援
、
防
災
を
始
め
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
少
子
化
へ
の
対
応
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、
高
齢
者
と
子
育
て
世

代
、
町
会
と
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
支
え
合
う
地

域
共
生
社
会
の
構
築
も
含
め
、
会
派
か
ら
の

意
見
・
要
望
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の

区
政
へ
活
か
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

品川区議会公明党

　
品
川
区
議
会
自
民
党
は
、
令
和
５
年
度
品

川
区
一
般
会
計
、
同
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
、
同
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
同
介

護
保
険
特
別
会
計
、
同
災
害
復
旧
特
別
会
計

の
各
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
森
澤
区
長
が
就
任
後
、
初
の
予
算

編
成
に
お
い
て
、
区
長
選
挙
で
の
公
約
・
政

策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
予
算
案
で
示
し
、

実
現
へ
向
け
た
姿
勢
と
行
動
力
に
、
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
要
望
の
多
く
が
反
映
さ
れ
た
予

算
案
、
特
に
所
得
制
限
の
な
い
給
食
費
の
無

償
化
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
、

病
児
保
育
の
拠
点
増
設
、
新
庁
舎
整
備
、
町

会
・
自
治
会
へ
の
支
援
、
防
災
対
策
、
高
齢

者
・
障
害
者
福
祉
の
充
実
、
水
辺
の
利
活
用
、

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
ダ

ン
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
整
備
、
留
学
等

子
ど
も
た
ち
の
国
際
交
流
の
機
会
拡
大
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
引
き
こ
も
り
支
援
な
ど
、

気
持
ち
を
込
め
た
委
員
会
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

　
物
価
上
昇
へ
の
対
応
と
地
域
経
済
の
回
復

と
支
援
、
区
民
の
生
命
を
守
り
、
区
民
の
幸

せ
を
強
く
意
識
し
た「
行
政
と
議
会
の
連
携｣

を
お
約
束
し
、
品
川
区
議
会
自
民
党
の
意
見

表
明
と
致
し
ま
す
。

品川区議会自民党

各会計に対する各会派の賛否
会　　計 結　果 自　民 公　明 共　産 イノベ ネット 品　改 維　新
一般会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成 賛成

国民健康保険事業会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 反対 賛成 賛成
後期高齢者医療特別会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成 賛成

介護保険特別会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成 賛成
災害復旧特別会計 可決 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

　
品
川
区
議
会
日
本
維
新
の
会
は
、
令
和
５

年
度
品
川
区
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介

護
保
険
特
別
会
計
、
災
害
復
旧
特
別
会
計
の

各
会
計
予
算
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

　
森
澤
区
長
が
誕
生
し
て
数
か
月
足
ら
ず
で

す
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
区
民
か
ら
の
要
望

も
多
か
っ
た
給
食
費
の
無
償
化
、
第
２
子
保

育
料
無
償
化
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
等
子
育
て
政
策
が
予
算
案
に
反
映
さ
れ
た

点
は
高
く
評
価
い
た
し
ま
す
。
一
方
で
、
物

価
高
騰
の
影
響
は
全
て
の
区
民
に
及
び
、
苦

し
い
区
民
生
活
の
下
支
え
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
国
や
都
の
動
向
を
待
つ
こ
と
な
く
適

切
に
対
応
し
て
頂
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
行
政
・

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
利
活
用
、
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
の
防
災
、
放
置
自
転
車
・
路
上
喫
煙
対
策
、

出
産
一
時
金
、
地
域
猫
、
空
き
家
対
策
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
鳩
被
害
、
交
通
事
故
対

策
等
に
関
す
る
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
区
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
弊
会
派
各
委
員
の
質
疑

の
中
で
指
摘
、
提
案
し
た
点
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
、
予
算
の
執
行
や
今
後
の
施
策
に
反
映

し
て
頂
く
よ
う
要
望
す
る
と
と
も
に
、
区
が

遂
行
す
る
政
策
等
に
つ
い
て
は
、
評
価
、
検

証
、
改
善
を
徹
底
し
て
頂
き
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
、
品
川

区
議
会
日
本
維
新
の
会
の
意
見
表
明
と
致
し

ま
す
。

品川区議会日本維新の会

　
今
の
最
優
先
課
題
の
一
つ
は
少
子
化
対
策

で
す
。
一
時
的
な
金
銭
支
援
に
と
ど
ま
ら
な

い
抜
本
的
対
策
が
必
要
で
す
。
次
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
へ
の
備
え
も
優
先
課
題
で
あ
り
区
内

各
地
の
大
規
模
再
開
発
は
再
考
す
べ
き
で
す
。

　
区
内
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
情
報
公
開
と
区

民
参
加
が
必
要
で
す
。
公
園
の
P
F
I
導
入

に
は
情
報
公
開
と
慎
重
な
検
討
を
求
め
ま
す
。

　
女
性
・
若
者
の
自
死
増
加
に
危
機
感
を
覚

え
ま
す
。
区
の
自
死
予
防
策
を
評
価
し
、
さ

ら
な
る
施
策
推
進
を
求
め
ま
す
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
た
ち
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
実
現
を
評
価
し
ま

す
。
今
は
都
の
制
度
の
活
用
で
す
が
、
本
来

は
、
区
と
し
て
の
制
度
を
求
め
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
無
償
化
は
評
価
し
ま
す
が
、

食
の
質
の
低
下
を
招
く
こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
給
食
の
方
針
継
続
を
求
め
ま
す
。

　
見
直
し
が
進
む
品
川
区
環
境
基
本
計
画
で

は
、
身
近
な
化
学
物
質
の
悪
影
響
に
つ
い
て

予
防
原
則
に
則
っ
た
表
記
を
求
め
ま
す
。
５

Ｇ
電
磁
波
の
影
響
も
予
防
原
則
に
基
づ
い
た

注
視
を
求
め
ま
す
。

　
羽
田
新
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
多
く
の
区
民

の
懸
念
は
騒
音
と
落
下
物
で
す
が
、
気
候
危

機
を
も
た
ら
す

CO₂
削
減
の
視
点
か
ら
も
大
き

な
問
題
で
す
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
も
膨
大

な
電
力
消
費
が
前
提
で
、
気
候
危
機
を
く
い

止
め
る
潮
流
に
反
し
ま
す
。
区
は
、
国
に
対

し
両
計
画
の
中
止
を
求
め
る
べ
き
で
す
。

品川・生活者ネットワーク

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護

保
険
・
災
害
復
旧
の
特
別
会
計
の
各
予
算
に

賛
成
し
ま
す
。
３
月
に
入
り
コ
ロ
ナ
感
染
は

減
少
し
観
光
、
飲
食
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
も
明

る
さ
が
出
て
き
た
が
、
長
い
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
加
え
所
得
や
収
入
が
増
え
な
い
中
で
、
戦

争
や
円
安
な
ど
に
よ
り
光
熱
費
や
物
価
が
高

騰
し
、
多
く
の
国
民
は
賃
上
げ
も
出
来
ず
収

入
も
増
え
ず
、
家
計
と
企
業
経
営
は
悪
化
し

て
い
ま
す
。
国
民
は
買
い
控
え
や
節
約
に
動

き
消
費
が
減
少
し
、
中
小
企
業
は
資
金
難
に

陥
り
融
資
返
済
も
で
き
ず
、
廃
業
や
倒
産
が

増
え
て
い
る
の
で
、
区
は
支
援
に
一
層
取
り

組
む
と
共
に
今
後
も
コ
ロ
ナ
予
防
に
努
め
て

頂
き
た
い
。
介
護
士
・
保
育
士
・
幼
稚
園
先

生
の
賃
上
げ
と
労
働
環
境
を
改
善
す
る
と
共

に
家
族
が
子
ど
も
と
被
介
護
者
を
、
予
約
な

し
で
何
時
で
も
病
気
で
も
安
心
し
て
預
け
ら

れ
る
施
設
の
開
設
と
支
援
を
行
う
べ
き
で
す
。

ま
た
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
の
変
更
を
国
に
働

き
か
け
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
大
地
震
発
生

時
に
区
民
を
支
え
る
地
震
保
険
の
加
入
促
進

と
、
高
額
所
得
者
に
は
社
会
保
障
費
の
負
担

増
を
お
願
い
し
行
き
詰
ま
る
社
会
福
祉
を
支

え
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
人
類
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
食
糧
危
機
を
も
た
ら
し
た
上
に
残
虐
非

道
な
ロ
シ
ア
に
対
し
、
世
界
は
国
を
守
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
見
捨
て
ず
に
、
世
界
平
和
を
ぶ

ち
壊
す
プ
ー
チ
ン
政
権
を
倒
す
べ
き
で
す
。

品川改革連合

　
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
で
区
民
生
活
が
追

い
詰
め
ら
れ
る
中
、
岸
田
自
公
政
権
は
大
軍

拡
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。
国
の
悪
政
に
追
随

す
る
区
政
は
転
換
こ
そ
必
要
で
す
。
以
下
、

要
望
し
ま
す
。
▼
区
の
増
収
は
物
価
高
に
苦

し
む
区
民
や
中
小
企
業
の
直
接
支
援
に
▼
高

す
ぎ
る
国
保
料
は
値
下
げ
を
、
子
ど
も
は
無

料
に
▼
特
養
ホ
ー
ム
・
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
希
望
者
が
全
員
入
れ
る
増
設
計
画
を

▼
地
域
に
１
か
所
も
な
い
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
地
域
で
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で

き
る
よ
う
増
設
を
▼
保
健
師
の
大
幅
増
員
を

▼
補
聴
器
購
入
費
助
成
は
所
得
制
限
を
撤
廃

し
、
18
歳
か
ら
対
象
に
し

13.7
万
円
ま
で
拡
充

を
▼
区
立
保
育
園
民
営
化
・
削
減
検
討
、
区

立
幼
稚
園
閉
園
の
方
針
は
撤
回
を
▼
定
員
割

れ
私
立
保
育
施
設
へ
補
助
の
実
施
を
▼
小
中

学
校
給
食
費
無
償
化
は
区
立
だ
け
で
な
く
特

別
支
援
学
校
、
私
立
等
、
全
て
の
子
ど
も
を

対
象
に
▼
命
の
安
全
教
育
は
包
括
的
性
教
育

の
内
容
で
実
施
を
▼
超
高
層
再
開
発
は
住
民

を
追
い
出
し
、
学
区
変
更
や
地
球
温
暖
化
に

も
逆
行
。
ま
ち
づ
く
り
の
破
綻
で
あ
り
、
中

止
を
▼
現
庁
舎
跡
地
と
周
辺
一
帯
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ

で
特
定
大
企
業
に
提
供
す
る
の
は
止
め
よ
▼

環
境
破
壊
の
リ
ニ
ア
新
幹
線
は
国
に
中
止
を

求
め
る
べ
き
▼
羽
田
新
ル
ー
ト
へ
の
反
対
表

明
を
▼
世
論
を
広
げ
侵
略
を
止
め
る
た
め
に

再
度
ロ
シ
ア
へ
抗
議
文
の
送
付
を
▼
岸
田
自

公
政
権
が
進
め
る
大
軍
拡
に
反
対
を
。

日本共産党品川区議団

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
わ
は
、
令
和
５

年
度
品
川
区
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
災
害
復
旧
特

別
会
計
の
各
会
計
予
算
全
て
に
賛
成
い
た
し

ま
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度

比
5.1
％
の
プ
ラ
ス
と
な
る
１
千

987
億
９
千

400

万
円
と
し
、
会
派
か
ら
要
望
し
た
内
容
も
反

映
し
た
、
新
時
代
の
し
な
が
わ
元
年
に
向
け

た
積
極
的
予
算
と
し
た
姿
勢
を
評
価
い
た
し

ま
す
。

　
今
後
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
伴
う

物
価
高
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、
気
候
変
動
、
人

口
減
少
へ
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
対
応
を
求

め
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の

最
先
端
技
術
の
活
用
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
、
庁
舎
建
て
替
え
、
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
、

福
祉
の
充
実
、
防
災
対
策
強
化
、
学
校
教
育

の
充
実
、
地
域
経
済
の
回
復
、
環
境
対
策
の

推
進
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
レ
ガ
シ
ー
活
用
、
多
様
性
の
推
進
な
ど
、

各
課
題
へ
の
積
極
的
な
取
組
も
求
め
ま
す
。

加
え
て
、
現
代
社
会
の
施
策
実
施
に
お
い
て

は
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対

応
・
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

視
点
を
持
っ
た
取
組
を
求
め
ま
す
。

イノベーションしながわ
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令和５年第１回定例会では、区政全般について、
５名の議員が代表質問を、６名の議員が一般質問
を行いました。以下、概要をお知らせします。

区政をきく
（代表質問・一般質問）

２
月
21
日（
火
）

渡　
辺　
裕　
一　
議
員
（
自　
民
）

若　
林　
ひ
ろ
き　
議
員
（
公　
明
）

石　
田　
ち
ひ
ろ　
議
員
（
共　
産
）

２
月
22
日（
水
）

大
倉　
た
か
ひ
ろ　
議
員
（
イ
ノ
ベ
）

田　
中　
さ
や
か　
議
員
（
ネ
ッ
ト
）

代表質問

２
月
22
日（
水
）

つ　
る　
伸
一
郎　
議
員
（
公　
明
）

江
野
下　
正　
人　
議
員
（
自　
民
）

安　
藤　
た
い
作　
議
員
（
共　
産
）

西　
村　
直　
子　
議
員
（
自　
民
）

２
月
24
日（
金
）

渡　
部　
　
茂　
　
議
員
（
自　
民
）

せ　
お　
麻　
里　
議
員
（
無
所
属
）

一般質問

会派名は次の略語で記載しています。
自　民……品川区議会自民党
共　産……日本共産党品川区議団
ネット……品川・生活者ネットワーク
維　新……品川区議会日本維新の会

公　明……品川区議会公明党
イノベ……イノベーションしながわ
品　改……品川改革連合

代表質問とは
会派を代表した議員が、区長の施政方針な
どに対して行う質問です。品川区議会では、
通常、第１回定例会で行われます。

一般質問とは
議員が、区の行政全般にわたり、区長をは
じめとする執行機関に対して行う質問です。
各定例会で行われます。

予算特別委員会インターネット中継で
総括質疑がご覧になれます

　予算特別委員会は３月６日から 22 日のうちの計８日間
にわたり令和５年度予算および令和４年度補正予算の審査
を行いました。最終日の３月 22 日には、令和５年度予算
について、各会派を代表して 10 人の委員が各会計歳入歳
出予算の全般にわたり総括質疑を行いました。
　その後、各会派より意見表明を行い、採決をしました。
( 各会派の意見表明は 10 ～ 11 ページに掲載 )
　総括質疑における質問の要旨は、以下のとおりです。

〈総括質疑〉
湯澤　一貴　委員 (自民 )
物価高騰に係る経済的支援、健康支援、災害対策、犯罪か
ら区民を守る取組、子育て支援、学校教育等について

鈴木　真澄　委員 (自民 )
区政運営、保育料無償化、八潮南特別養護老人ホームと障
害者支援、災害時の物資輸送、広町地区活性化について

新妻　さえ子　委員 (公明 )
誰もが生きがいを感じ自分らしく暮らしていける品川、
パートナーシップ宣誓制度、八潮地区、勝島地域について

こんの　孝子　委員 (公明 )
幼児教育（私立幼稚園の役割等）、防災対策（初期消火体制
等）、若者の貧困支援（生活困窮実態調査等）について

石田　ちひろ　委員 (共産 )
羽田新飛行ルート（区民アンケート等）、障害者グループホ
ーム（区立施設の増設等）、特別養護老人ホームについて

中塚　亮　委員 (共産 )
区長の施政方針（地方自治法における住民福祉の捉え方等）、
区立幼稚園および区立認可保育園、再開発事業について

松永　よしひろ　委員 (イノベ )
認知症高齢者支援、コミュニティバス、キャッチボール場、
ドッグラン、ペットの同行避難、私道整備事業について

いながき　孝子　委員 (ネット )
令和５年度の予算編成、羽田新飛行ルート、新庁舎整備基
本計画における現第二庁舎の取扱い、防災について

藤原　正則　委員 (品改 )
西大井駅周辺のまちづくり（駅周辺の再開発の状況等）、超
高齢社会における介護、事務事業評価、人事について

せらく　真央　委員 (維新 )
空き家の利活用（一時的な利活用等）、区営自転車等駐車場、
行政手続きのデジタル化、区職員の働き方について

　予算・決算特別委員会の総括質疑の様子は、区議会ホー
ムページから録画中継でご覧になれます。視聴方法は以下
のとおりです。

（以下の画面はパソコンの例です）

①	区議会ホームページ左下の
　「インターネット中継」をクリックします。

②	会議名や議員名などから動画を選択します。

区議会ホームページトップ画面（パソコン）

（例）「会議名で探す」の場合

インターネット中継トップ画面（パソコン）

動画の
再生ボタンを

クリック

本会議における発言の際はマスクを着用することとしておりましたが、令
和 2 年第２回定例会本会議より、議長席および演壇においてはアクリル製
飛沫防止パネルを設置し、マスクを外しての発言を可能としました。

（演壇の消毒は適宜行っております）
なお、令和５年第１回定例会より、本会議場における傍聴人数制限を終了し、
傍聴人数を従来どおりとしました。
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渡　
辺　
裕　
一　
議	

員

（
自　
民
）

若　
林　
ひ	

ろ	

き　
議	

員

（
公　
明
）

森
澤
区
政
の
運
営
方
針
、
区
民
の
関
心

事
、
職
員
評
価
と
シ
ン
ク
タ
ン
ク
創
設

に
つ
い
て

問
森
澤
区
長
自
身
が
目
指
す
品
川
区
政
の

リ
ー
ダ
ー
像
は
。
ま
た
、
自
身
に
課
す

ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
目
標
、
心
が
け
る
こ
と

な
ど
は
。

答
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
常
に
時
代
の
先
を

見
据
え
る
高
い
視
座
に
加
え
、
多
様
化

す
る
社
会
に
あ
っ
て
「
思
い
や
り
」
と

「
共
感
力
」
を
持
ち
な
が
ら
、
職
員
一

人
ひ
と
り
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
区
政
運
営
に
お

い
て
、
都
議
等
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験

を
最
大
限
に
生
か
す
と
と
も
に
、
「
い

つ
も
心
に
太
陽
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

ど
ん
な
と
き
で
も
明
る
く
前
向
き
に
、

区
政
を
前
に
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
、
障
が
い
者
理
解
の
広
が
り
に
つ
い

て問
東
京
で
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
で
、

品
川
区
は
応
援
競
技
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ

ッ
カ
ー
を
通
じ
て
、
学
校
で
の
障
が
い

者
理
解
へ
の
学
び
、
地
域
全
体
で
の
障

が
い
者
福
祉
へ
の
理
解
を
飛
躍
的
に
成

し
遂
げ
た
。
２
０
２
５
年
デ
フ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
地
が
東
京
に
決
定
し
た
が
、

認
知
度
が
低
い
た
め
気
に
留
め
る
人
が

一
部
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
品

川
区
と
し
て
障
が
い
者
理
解
促
進
に
向

け
た
関
わ
り
を
。

答
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
合
宿
誘
致

と
地
域
ぐ
る
み
の
応
援
お
よ
び
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
事
業
等
を
予
定
し
て
お

り
、
誰
も
が
輝
く
共
生
社
会
実
現
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

心
と
体
、
地
域
を
元
気
に
す
る
文
化
ス

ポ
ー
ツ
政
策
に
つ
い
て

問
最
近
の
品
川
区
世
論
調
査
に
よ
る
と
、

公
共
施
設
に
つ
い
て
の
項
目
「
あ
な
た

が
住
ん
で
い
る
地
区
に
優
先
的
に
整
備

ま
た
は
維
持
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

施
設
」
と
の
問
い
に
対
し
て
、
文
化
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
最
も
高
く
、
文
化
ス
ポ

ー
ツ
の
位
置
づ
け
が
高
ま
っ
て
き
た
こ

と
を
実
感
す
る
デ
ー
タ
と
心
か
ら
感
じ

る
。
ま
ず
は
、
こ
れ
か
ら
の
環
境
と
未

来
づ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
と

し
て
、
新
た
な
場
の
創
出
を
。

答
区
と
し
て
も
、
少
年
少
女
が
多
様
な
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
む
た
め
の

活
動
場
所
を
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
用
地
や
経
費
な
ど

の
課
題
を
踏
ま
え
、
区
有
地
の
み
な
ら

ず
、
民
間
の
動
向
な
ど
も
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

問
自
民
党
の
政
策
要
望
に
お
い
て
、
体
験

学
習
を
増
や
す
取
組
を
提
案
し
て
い
る
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
や
ダ
ン
ス
、
歌
舞
伎
鑑
賞
、

宿
泊
に
よ
る
自
然
学
習
等
の
回
数
や
実

施
校
の
拡
充
を
求
め
る
。

答
体
験
学
習
は
児
童
・
生
徒
の
豊
か
な
心

を
育
む
上
で
大
変
重
要
な
も
の
と
捉
え

て
お
り
、
今
後
も
よ
り
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
は
、
自
分
の
学

力
や
体
力
が
ま
ず
は
気
に
な
り
、
次
に

自
分
の
学
校
の
位
置
づ
け
、
そ
し
て
品

川
区
は
東
京
都
で
、
全
国
で
は
ど
う
な

ん
だ
ろ
う
と
思
う
そ
う
だ
。
品
川
区
の

学
力
と
体
力
の
テ
ス
ト
結
果
は
。

答
全
国
学
力
調
査
に
お
い
て
本
区
の
６
学

年
、
９
学
年
は
共
に
全
国
、
東
京
都
の

平
均
正
答
率
を
上
回
る
か
同
等
の
結
果

だ
。
体
力
で
は
、
都
の
令
和
４
年
度
調

査
に
お
い
て
、
握
力
は
男
女
と
も
全
学

年
で
都
の
平
均
を
下
回
っ
た
が
、
反
復

横
跳
び
、
立
ち
幅
跳
び
は
男
女
と
も
全

学
年
で
都
の
平
均
を
上
回
っ
た
。

水
辺
の
魅
力
を
伝
え
る
ま
ち
づ
く
り

問
水
辺
の
観
光
フ
ェ
ス
タ
は
オ
ー
ル
品
川

の
水
辺
政
策
と
し
て
年
に
１
度
の
代
表

事
業
だ
が
、
さ
さ
や
か
に
エ
リ
ア
毎
に

開
催
し
て
い
る
。
今
後
に
展
開
が
見
込

め
る
意
欲
あ
る
人
や
団
体
へ
の
支
援
を
。

答
ま
ず
は
、
様
々
な
団
体
が
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
そ
れ
ら
団
体
へ
の
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
く
。

防
犯
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
地
域
の
防
犯
意
識
は
何
よ
り
も
貴
重
で

貴
い
。
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
へ
の
感

謝
と
敬
意
の
た
め
地
域
の
防
犯
へ
の
協

力
や
取
組
が
い
か
に
大
切
で
効
果
が
あ

る
か
、
様
々
な
機
会
や
方
法
で
発
信
を
。

答
区
で
は
、
警
察
署
、
防
犯
関
係
団
体
、

町
会
・
自
治
会
等
と
緊
密
に
連
携
し
、

生
活
安
全
に
関
す
る
意
識
啓
発
、
区
民

の
自
主
的
活
動
へ
の
支
援
等
を
推
進
し

て
お
り
、
区
に
お
け
る
刑
法
犯
認
知
件

数
は
10
年
前
に
比
べ
約
５
割
に
減
少
し

た
。
こ
れ
は
地
域
の
皆
様
の
活
発
な
活

動
の
成
果
で
、
品
川
区
の
安
全
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
と
教
育
に
つ
い
て

問
都
議
会
公
明
党
が
推
進
し
た
高
校
生
医

療
費
無
償
化
の
都
事
業
は
、
現
在
の
中

学
３
年
生
ま
で
を
高
校
３
年
生
ま
で
拡

大
し
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
３
年
間
実

施
す
る
方
針
だ
。
都
事
業
終
了
後
の
事

業
継
続
に
つ
い
て
、
区
の
考
え
は
。

答
区
は
令
和
８
年
度
以
降
も
事
業
継
続
を

考
え
て
お
り
、
都
補
助
に
つ
い
て
引
き

続
き
区
長
会
を
通
し
働
き
か
け
て
い
く
。

問
公
明
党
は
、
２
０
１
９
年
予
算
特
別
委

員
会
等
で
財
源
や
予
算
規
模
等
を
確
認

し
な
が
ら
学
校
給
食
の
無
償
化
を
求
め
、

２
０
２
２
年
第
３
回
定
例
会
で
も
必
要

な
予
算
も
質
疑
し
な
が
ら
無
償
化
を
改

め
て
求
め
、
区
長
の
公
約
に
も
掲
げ
ら

れ
た
。
予
算
化
に
当
た
っ
て
の
事
業
目

的
と
、
考
え
ら
れ
て
い
る
成
果
は
。

答
学
校
給
食
は
児
童
・
生
徒
の
心
身
の
健

全
な
発
達
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
子
育
て
世
帯
を
経
済
的
に

支
援
し
、
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
更
に
推
進
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問
公
明
党
は
、
補
聴
器
を
必
要
と
さ
れ
る

方
が
増
え
て
い
る
と
の
認
識
の
下
、
購

入
費
用
助
成
に
向
け
、
補
聴
器
が
聞
こ

え
の
助
け
と
な
ら
ず
使
用
し
な
い
方
が

多
く
存
在
す
る
課
題
を
指
摘
し
て
き
た
。

課
題
の
解
消
に
向
け
、
厚
労
省
研
究
結

果
や
港
区
の
事
業
ス
キ
ー
ム
、
補
聴
器

工
業
会
調
査
結
果
を
基
に
質
疑
に
臨
み
、

補
聴
器
相
談
医
と
認
定
補
聴
器
技
能
者

と
の
連
携
が
事
業
の
肝
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
区
と
共
有
し
て
き
た
。
予
算
化

に
当
た
り
、
事
業
の
目
的
に
公
明
党
の

指
摘
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
。

答
補
聴
器
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

啓
発
の
第
一
歩
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
成

年
式
で
耳
の
聞
こ
え
に
関
す
る
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
補
聴
器
の
購

入
費
用
助
成
の
実
施
に
向
け
取
組
を
進

め
て
き
た
。
事
業
化
に
当
た
っ
て
は
、

医
師
会
や
言
語
聴
覚
士
、
業
界
団
体
な

ど
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
補
聴
器
の
有

効
か
つ
長
期
的
な
装
用
の
た
め
検
討
を

重
ね
て
い
る
。

障
が
い
児
者
支
援
に
つ
い
て

問
区
障
害
者
基
本
計
画
の
基
本
理
念
「
自

分
ら
し
く
、
あ
な
た
ら
し
く
、
共
感
と

共
生
の
社
会
へ
」
に
つ
い
て
、
改
め
て

区
と
し
て
の
思
い
や
支
援
の
姿
勢
は
。

答
障
害
当
事
者
や
そ
の
ご
家
族
の
ご
意
見

を
踏
ま
え
、
障
害
福
祉
だ
け
で
な
く
保

健
、
医
療
、
保
育
、
教
育
、
防
災
等
幅

広
い
分
野
に
お
い
て
、
区
全
体
で
積
極

的
か
つ
横
断
的
に
取
組
を
進
め
て
い
く
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

に
つ
い
て

問
東
京
都
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

へ
の
区
の
対
応
は
。

答
都
が
交
付
す
る
受
理
証
明
書
の
活
用
等

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

環
境
に
つ
い
て

問
国
は
優
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
提
案

す
る
自
治
体
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と

し
て
選
定
し
支
援
を
し
て
い
る
が
、
区

が
目
指
す
国
へ
の
提
案
内
容
は
。

答
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
区
の
全
体
計
画
を

策
定
し
、
モ
デ
ル
事
業
と
と
も
に
令
和

６
年
２
月
を
目
途
に
内
閣
府
に
提
案
す

る
予
定
だ
。

防
災
に
つ
い
て

問
都
は
現
行
の
２
０
０
０
年
基
準
を
満
た

さ
な
い
新
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
を
耐

震
診
断
と
耐
震
改
修
の
助
成
対
象
と
す

る
方
針
を
新
た
に
打
ち
出
し
た
。
都
事

業
を
行
っ
た
場
合
の
区
内
被
害
想
定
は
。

答
都
は
耐
震
化
が
完
了
し
た
場
合
、
被
害

の
約
８
割
が
減
少
す
る
と
し
て
い
る
。

中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

問
区
内
経
済
団
体
か
ら
、
区
の
各
種
補
助

金
等
に
お
け
る
賃
金
引
上
げ
枠
の
創
設

等
が
提
言
を
さ
れ
て
い
る
が
、
考
え
は
。

答
賃
上
げ
や
価
格
転
嫁
等
に
対
し
て
区
が

で
き
る
直
接
的
な
施
策
は
限
ら
れ
て
い

る
が
、
様
々
な
事
業
を
通
じ
て
事
業
継

続
を
下
支
え
し
て
い
く
。

財
政
と
事
業
評
価
に
つ
い
て

問
品
川
区
で
長
年
貫
か
れ
て
き
た
髙
橋
・

濱
野
両
区
長
に
よ
る
健
全
財
政
の
継
承

と
展
開
を
問
う
。

答
今
後
も
事
業
の
効
率
性
や
実
効
性
を
高

め
る
努
力
と
工
夫
を
重
ね
て
、
健
全
財

政
を
堅
持
し
て
い
く
。

新
庁
舎
に
つ
い
て

問
区
民
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
意
見
を
お

聞
き
し
、
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
新
庁
舎

と
す
る
こ
と
が
大
切
と
思
う
が
考
え
は
。

答
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
形
式
で
の
説
明
な
ど
、

様
々
な
手
法
を
活
用
し
、
区
民
の
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
を
丁
寧
に
聞
い
て
い
く
。

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問
保
健
所
、
医
療
機
関
の
逼
迫
は
全
数
把

握
前
後
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

答
保
健
所
の
業
務
量
は
減
少
し
た
が
、
医

療
機
関
の
負
荷
は
あ
ま
り
減
少
し
て
い

な
か
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
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石　
田　
ち
ひ
ろ　
議	

員

（
共　
産
）

大
倉　
た
か
ひ
ろ　
議	

員

（
イ
ノ
ベ
）

戦
争
国
家
づ
く
り
は
許
さ
な
い　
敵
基

地
攻
撃
能
力
と
大
軍
拡
に
反
対
を

問
軍
事
費
２
倍
化
相
当
の
お
金
を
教
育
予

算
に
回
せ
ば
、
小
中
学
校
の
給
食
費
無

償
化
、
高
校
・
大
学
の
学
費
無
償
化
等

が
実
現
で
き
る
。「
軍
事
費
２
倍
化
と

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
反
対
す
べ

き
」
の
質
問
に
な
ぜ
答
弁
し
な
い
の
か
。

答
防
衛
に
関
す
る
事
項
は
専
ら
国
が
担
う

役
割
・
責
務
で
あ
り
、
国
会
の
場
で
議

論
を
十
分
に
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。

社
会
保
障
の
さ
ら
な
る
切
り
捨
て
を
許

さ
ず
、
命
・
暮
ら
し
を
守
る
福
祉
の
充

実
を問

特
養
ホ
ー
ム
は
、
高
齢
に
な
る
親
を
持

つ
現
役
世
代
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題

だ
。
待
機
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
計
画
を
持

ち
、
増
設
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
「
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で

暮
ら
す
」
と
い
う
区
が
目
指
す
高
齢
者

介
護
の
在
り
方
・
目
標
を
実
現
す
る
た

め
、
在
宅
支
援
を
重
視
し
つ
つ
、
在
宅

で
の
生
活
が
難
し
く
な
っ
た
時
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
多
様
な
入
所
・

入
居
系
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

物
価
高
騰
か
ら
区
民
の
暮
ら
し
と
営
業

守
る
緊
急
対
策
を

問
食
料
品
な
ど
生
活
必
需
品
が
大
き
く
値

上
が
り
し
て
い
る
た
め
、
低
所
得
者
ほ

ど
重
い
負
担
と
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
加

え
て
、
異
常
な
物
価
高
騰
に
苦
し
む
区

民
・
中
小
業
者
の
実
態
の
受
け
止
め
は
。

答
物
価
高
騰
等
は
、
区
民
や
中
小
企
業
を

直
撃
し
、
不
安
等
を
抱
え
る
方
も
多
く

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
区
と
し
て
は
、

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
に
約
８
億
円

の
物
価
高
騰
等
に
対
す
る
支
援
策
を
提

案
し
、
議
決
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

問
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る

た
め
に
は
、
「
優
し
く
強
い
経
済
」
に

転
換
し
、
そ
の
た
め
に
は
最
低
賃
金
を

上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
品
川
区
で
働

く
非
正
規
労
働
者
・
会
計
年
度
任
用
職

員
の
中
で
、
時
給
が
１
千

500
円
未
満
の

職
員
の
割
合
は
何
％
か
。

答
保
育
士
資
格
の
な
い
保
育
補
助
や
一
般

事
務
な
ど
、
全
体
の
約
50
％
だ
。

問
全
て
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
時
給
を

１
千

500
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
べ
き
。

答
報
酬
額
は
職
務
の
複
雑
性
、
責
任
等
の

軽
重
に
応
じ
、
か
つ
常
勤
職
員
の
給
与

と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
決
定
し
て
お
り
、

一
律
に
引
き
上
げ
る
考
え
は
な
い
。

国
の
責
任
を
投
げ
捨
て
る
コ
ロ
ナ
「
５

類
」
引
き
下
げ
へ
の
追
随
で
は
な
く
、

公
費
負
担
の
継
続
・
医
療
体
制
強
化
な

ど
命
守
る
対
策
を

問
濃
厚
接
触
者
等
が
必
要
時
に
検
査
で
き

る
よ
う
、
地
域
セ
ン
タ
ー
な
ど
区
有
施

設
で
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
を
。

答
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
追
加
配
布
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。

問
品
川
区
内
で
の
高
齢
者
施
設
、
障
害
者

施
設
で
、
ク
ラ
ス
タ
ー
件
数
は
そ
れ
ぞ

れ
何
件
か
。
ま
た
コ
ロ
ナ
に
よ
り
施
設

内
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
人
数
は
。

答
同
一
施
設
３
名
以
上
の
施
設
内
ク
ラ
ス

タ
ー
は
、
昨
年
１
月
か
ら
本
年
１
月
末

ま
で
で
、
高
齢
者
施
設
85
件
、
障
害
者

施
設
35
件
だ
っ
た
。
入
院
調
整
中
に
施

設
内
で
死
亡
し
た
方
は
い
な
い
。

住
民
追
い
出
し
の
超
高
層
再
開
発
・
特

定
整
備
路
線
は
中
止
し
、
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

問
一
つ
一
つ
の
家
屋
の
不
燃
化
の
促
進
こ

そ
住
民
の
犠
牲
を
最
小
化
す
る
防
火
施

策
だ
。
特
定
整
備
路
線
の
予
算
を
住
宅

を
準
耐
火
構
造
以
上
に
す
る
支
援
に
回

せ
ば
、
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
力
に
な
る
。

住
宅
の
不
燃
化
が
進
め
ば
、
住
民
を
追

い
出
す
新
た
な
巨
大
道
路
・
特
定
整
備

路
線
は
必
要
な
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
特
定
整
備
路
線
は
災
害
時
の
火
災
の
延

焼
防
止
、
緊
急
車
両
の
通
行
な
ど
防
災

性
の
向
上
の
観
点
か
ら
重
要
な
道
路
で

あ
る
。
引
き
続
き
都
と
連
携
し
な
が
ら
、

防
災
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
だ
れ
も
が
自
分
ら

し
く
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
品
川
へ

問
区
は
新
年
度
予
算
で
東
京
都
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
活
用
を
盛
り
込

ん
だ
。
な
ぜ
品
川
区
と
し
て
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
つ
く
ら
な
い
の
か
。

答
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
や
広
域
的
な
利

用
が
可
能
で
あ
り
、希
望
に
応
じ
て「
子

の
名
前
」
を
特
記
事
項
欄
に
記
載
で
き

る
な
ど
、
生
活
上
の
不
便
を
よ
り
軽
減

で
き
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
都
の
制
度

を
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
は
、
区
の
あ

ら
ゆ
る
政
策
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視

点
を
行
き
渡
ら
せ
る
も
の
に
な
る
。
ど

の
よ
う
に
条
例
制
定
ま
で
進
め
る
の
か
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
進
め
方
を
。

答
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
会
を
設
置
し
、

区
民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
り
、
委
員
構
成
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

保
育
・
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
０
歳
児
オ
ム
ツ
宅
配
定
期
訪
問
は
赤
ち

ゃ
ん
の
肌
と
の
相
性
も
考
慮
し
オ
ム
ツ

を
選
択
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
。

答
複
数
メ
ー
カ
ー
を
用
意
し
、
育
児
用
品

も
選
択
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問
保
育
園
と
保
護
者
を
ア
プ
リ
で
つ
な
ぐ

サ
ー
ビ
ス
導
入
に
際
し
て
は
、
保
育
士

の
業
務
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
簡
便

性
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
し
た

も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
保
護
者
の
利
便
性
向
上
と
保
育
士
の
負

担
軽
減
を
目
的
と
し
て
導
入
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
指
摘
の
視
点
を
含
め
選

定
し
て
い
く
。

問
園
児
の
置
き
去
り
問
題
が
報
道
等
で
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

タ
グ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
置
き
去

り
防
止
の
仕
組
み
導
入
が
必
要
。

答
さ
ら
な
る
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、

研
究
を
進
め
て
い
く
。

問
部
活
動
の
地
域
移
行
は
教
員
に
競
技
経

験
が
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
連
携
・

協
働
不
足
、
希
望
の
部
活
が
な
い
等
の

課
題
が
あ
る
。
区
の
課
題
認
識
は
。

答
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
必
ず
し
も

応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
。

問
地
域
団
体
と
の
連
携
を
進
め
、
多
様
な

体
験
の
確
保
や
持
続
可
能
で
多
様
な
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
が
必
要
。

答
多
様
な
活
動
機
会
の
た
め
に
は
地
域
連

携
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
令
和
５
年

度
は
各
学
校
に
お
い
て
少
な
く
と
も
１

つ
の
部
活
動
で
地
域
移
行
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

問
ス
ム
ー
ズ
な
地
域
移
行
に
向
け
、
部
活

動
指
導
員
を
増
員
す
る
こ
と
が
必
要
。

答
専
門
性
や
教
員
負
担
解
消
の
観
点
か
ら
、

部
活
動
指
導
員
は
各
校
２
名
体
制
に
拡

充
し
、
地
域
連
携
を
進
め
て
い
く
。

高
齢
者
も
障
が
い
の
あ
る
方
も
安
心
を

実
感
で
き
る
品
川
に
つ
い
て

問
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
認
知
症

患
者
の
増
加
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増
設
と
介

護
人
員
の
拡
充
が
必
要
。
人
材
確
保
で

は
給
与
水
準
の
向
上
策
も
併
せ
て
必
要
。

答
給
与
格
差
は
縮
小
し
て
き
て
い
る
。
区

と
し
て
は
職
場
環
境
の
改
善
を
含
む
介

護
現
場
の
人
材
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。

問
認
知
症
の
早
期
発
見
は
、
進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
や
症
状
緩
和
、
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
。
現
在
の
認
知

症
検
診
75
歳
か
ら
65
歳
へ
実
施
の
考
え
。

答
現
在
、
対
象
年
齢
拡
大
の
予
定
は
な
い
。

経
済
と
環
境
が
両
立
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
資
源
循
環
体
制
強
化
に
向
け
、
一
人
一

人
が
ゴ
ミ
削
減
や
資
源
の
再
利
用
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
ゴ
ミ
出
し
の

際
に
分
別
が
分
か
り
に
く
い
。
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
の
導
入
で
、
わ
か
り
や
す
い
分

別
や
ゴ
ミ
出
し
が
出
来
る
こ
と
が
必
要
。

答
先
行
自
治
体
の
効
果
な
ど
調
査
検
討
し

て
い
く
。

問
公
契
約
条
例
の
制
定
は
労
働
者
、
事
業

者
、
区
民
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
地
域
で
の
好
循
環
を
生
み
出
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
公
契
約
条
例
の
制

定
が
必
要
。

答
適
正
な
賃
金
や
労
働
条
件
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
実
効
性
の
あ
る

制
度
の
構
築
に
向
け
、
様
々
な
角
度
か

ら
引
き
続
き
検
討
を
行
う
。

問
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
区
民
の

意
見
表
明
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
。

区
民
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
丁
寧

な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
が
必
要
。

答
回
答
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫

し
、
個
別
事
情
を
踏
ま
え
た
意
見
把
握

を
し
た
い
。
高
校
生
以
上
を
対
象
と
す

る
ほ
か
、
小
中
学
生
に
は
質
問
内
容
を

分
か
り
や
す
く
す
る
な
ど
対
応
す
る
。

安
心
安
全
な
防
犯
対
策
に
つ
い
て

問
特
殊
詐
欺
被
害
が
増
加
し
て
い
る
。
犯

罪
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
が
必
要
。

答
自
動
通
話
録
音
機
５
千
台
貸
与
し
て
い

る
。
引
き
続
き
設
置
を
進
め
る
。

問
受
け
子
な
ど
の
加
害
者
は
若
年
層
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
若
年
層
に
対
し
て
犯

罪
に
加
担
し
な
い
取
り
組
み
と
罪
に
巻

き
込
ま
れ
た
際
の
相
談
体
制
が
必
要
。

答
区
立
学
校
で
は
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
な
ど

行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
警
察
や
関
係

機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

問
近
年
再
犯
率
が
上
が
っ
て
い
る
状
況
を

受
け
、
国
は
再
犯
防
止
計
画
を
策
定
し

た
。
区
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
守

る
と
と
も
に
、
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な

い
社
会
の
実
現
に
向
け
、
品
川
区
再
犯

防
止
計
画
の
策
定
が
必
要
。

答
令
和
５
年
度
に
再
犯
防
止
計
画
を
策
定

す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
関
係
各
所

と
連
携
し
、
地
域
特
性
に
即
し
た
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
区
民
と
と
も
に
進
め
る
新
時
代
の
品
川
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品
川
区
の
青
年
政
策
に
つ
い
て

問
青
年
世
代
が
求
め
る
施
策
の
推
進
、
青

年
世
代
と
高
齢
・
子
育
て
世
帯
と
の
交

流
支
援
な
ど
青
年
政
策
の
方
向
性
は
。

答
若
者
と
地
域
の
大
人
が
触
れ
合
う
拠
点

や
仕
組
み
の
必
要
性
が
、
地
域
や
大
学

生
か
ら
挙
が
っ
て
お
り
、
具
体
的
検
討

も
予
定
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
・
教
育
に
つ
い
て

問
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
区
民

が
共
感
で
き
る
財
源
を
示
し
、
質
や
栄

養
面
の
維
持
向
上
を
。

答
恒
久
的
な
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
企
画

部
門
と
調
整
し
、
今
後
の
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
。
献
立
の
内
容
な
ど
、

さ
ら
に
研
究
し
、
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
で
の
長
期
休
業
中

等
に
お
け
る
仕
出
し
弁
当
の
導
入
に
つ

い
て
。

２
０
１
８
年
の
第
３
回
定
例
会
で
求
め

て
以
降
５
年
目
に
し
て
試
行
さ
れ
る
。

全
校
展
開
は
い
つ
か
ら
か
。

答
５
年
前
よ
り
ご
提
案
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
要
望
が
多
く
、
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
試
行
に
向
け

て
検
討
し
て
い
る
。
具
体
的
な
時
期
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
進
め
る
。

健
康
に
つ
い
て

問
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
支
援
策
を
求
め
て
き

た
。
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の
案

内
文
に
、
流
産
や
死
産
を
さ
れ
た
方
も

対
象
と
な
る
こ
と
を
明
記
し
て
も
ら
っ

た
。
ケ
ア
の
体
制
強
化
の
状
況
は
。

答
周
産
期
喪
失
を
経
験
さ
れ
た
方
へ
の
支

援
を
テ
ー
マ
に
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
団
体

の
代
表
を
招
い
て
研
修
を
実
施
し
た
。

相
談
体
制
が
強
化
さ
れ
る
と
考
え
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

問
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
の
キ
ッ
ク
オ

フ
イ
ベ
ン
ト
や
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
招
い
て
の
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
の
啓
発
を
。

答
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開

催
し
、
意
識
醸
成
を
図
る
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
も
、
循
環
経
済

の
実
践
的
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
ア

パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
の
招
聘
な
ど
検
討
す
る
。

教
育
活
動
に
つ
い
て

問
部
活
動
の
地
域
移
行
の
取
組
と
見
解
は
。

答
次
年
度
は
部
活
動
指
導
員
を
各
校
２
名

体
制
に
拡
充
し
地
域
の
人
材
を
活
用
し

て
地
域
と
の
連
携
を
段
階
的
に
進
め
る
。

問
大
規
模
災
害
を
想
定
し
中
学
生
が
地
域

の
力
に
な
れ
る
訓
練
を
希
望
す
る
。

答
避
難
訓
練
に
よ
る
自
分
の
身
の
守
り
方

が
最
も
重
要
。
自
ら
の
安
全
が
確
保
さ

れ
た
上
で
災
害
時
に
は
地
域
の
中
学
生

に
よ
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
考
え
る
。

商
店
街
の
支
援
に
つ
い
て

問
組
合
に
加
入
し
な
い
店
舗
が
増
え
て
き

て
い
る
。
品
川
区
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
加
入
促
進
の
取
組
と
見
解
は
。

答
活
動
継
続
に
は
組
合
へ
の
加
入
促
進
が

重
要
な
課
題
と
理
解
。
区
商
連
と
の
連

携
、
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
等
、

加
入
促
進
に
繋
が
る
活
動
を
支
援
す
る
。

問
中
小
企
業
は
事
業
を
続
け
て
行
く
に
も

悩
ん
だ
ま
ま
閉
店
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

事
業
承
継
に
つ
い
て
新
た
な
取
組
を
。

答
令
和
５
年
度
に
は
専
門
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
運
営
予
定
。
今
後
も
金
融
機
関

と
連
携
す
る
な
ど
支
援
を
充
実
す
る
。

問
鳩
・
カ
ラ
ス
の
餌
や
り
に
よ
る
被
害
、

地
域
の
環
境
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

答
良
好
な
環
境
維
持
は
大
変
重
要
。
注
意

喚
起
、
啓
発
チ
ラ
シ
、
餌
や
り
防
止
掲

示
板
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
継
続
的
に
実

施
。
今
後
も
地
域
環
境
の
向
上
に
効
果

的
な
検
討
と
合
わ
せ
粘
り
強
く
取
組
む
。

問
町
会
、
商
店
街
、
地
元
企
業
と
連
携
を

図
っ
た
賑
わ
い
の
創
出
を
期
待
す
る
。

答
「
あ
つ
ま
れ
！
え
ば
ら
」
で
は
実
行
委

員
会
を
設
け
荏
原
地
区
町
会
連
合
会
も

参
加
。
来
年
度
は
「
ス
ク
エ
ア
荏
原
10

周
年
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
様
々
な

団
体
と
の
一
層
の
連
携
に
取
組
む
。

し
な
が
わ
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

問
「
新
時
代
の
し
な
が
わ
」
に
相
応
し
い

品
川
区
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
特
色
の
あ
る

誰
も
が
参
加
で
き
る
大
会
の
開
催
を
。

答
熱
い
想
い
を
ご
提
案
頂
い
た
。
内
容
を

含
め
検
討
す
る
。
令
和
７
年
３
月
の
開

催
を
目
指
し
準
備
を
進
め
る
。

問
ぜ
ひ
森
澤
区
長
も
区
民
の
皆
様
と
ご
一

緒
に
走
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

答
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
。
今
後
、
自
分

の
体
調
と
含
め
て
検
討
す
る
。

つ　
る　
伸
一
郎　
議	

員

（
公　
明
）

江	

野	

下　
正　
人　
議	

員

（
自　
民
）

田　
中　
さ
や
か　
議	

員

（
ネ
ッ
ト
）

子
ど
も
の
権
利
の
確
保
と
、
そ
の
根
拠

と
な
る「
品
川
区
子
ど
も
の
権
利
条
例
」

の
制
定
に
つ
い
て

問
本
区
で
過
去
に
子
ど
も
の
自
死
が
複
数

あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、
子

ど
も
・
若
者
の
自
死
を
防
ぐ
取
組
は
急

務
。
児
相
の
開
設
を
待
た
ず
、
早
急
な

権
利
擁
護
機
関
の
設
置
を
求
め
る
。

答
他
自
治
体
事
例
を
引
き
続
き
研
究
す
る
。

問
子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
実
効
性
の

あ
る
条
例
を
制
定
す
る
た
め
に
、
子
ど

も
・
若
者
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
の
育

ち
を
支
援
し
て
き
た
市
民
や
専
門
家
、

学
識
経
験
者
等
が
出
席
す
る
開
か
れ
た

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
区
の
見
解
を
問
う
。

答
東
京
都
こ
ど
も
基
本
条
例
の
周
知
啓
発

等
進
め
る
。

共
に
学
び
共
に
生
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

問
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
発
達
障
が
い
児
の
支
援
に
限

ら
ず
、
通
常
学
級
に
通
い
た
い
知
的
障

が
い
児
や
肢
体
不
自
由
児
等
も
分
け
隔

て
な
く
支
援
す
る
支
援
員
の
配
置
が
必

要
。
見
解
を
問
う
。

答
学
習
支
援
員
・
介
助
員
に
つ
い
て
は
、

発
達
障
害
に
限
ら
ず
、
知
的
障
害
や
肢

体
不
自
由
の
児
童
・
生
徒
に
も
で
き
る

限
り
対
応
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

公
給
食
等
の
「
食
の
質
」
の
確
保
に
つ

い
て問

学
校
給
食
の
無
償
化
に
よ
り
区
教
委
が

掲
げ
て
き
た
食
の
質
の
確
保
に
向
け
た

取
組
が
後
退
し
な
い
よ
う
求
め
る
。

答
今
後
も
変
わ
り
は
な
い
。

問
契
約
農
家
と
共
に
子
ど
も
の
体
に
優
し

い
有
機
野
菜
を
使
用
し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
給
食
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
求
め
る
。

答
無
農
薬
の
野
菜
な
ど
を
調
達
し
、
体
に

優
し
い
給
食
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

問
特
別
支
援
学
校
は
都
立
の
た
め
に
無
償

化
の
対
象
外
で
あ
れ
ば
、
補
助
制
度
を

別
途
用
意
す
べ
き
。

答
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

問
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
で
昼
食
を
提
供
す

る
な
ら
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
体
に
負
荷

を
か
け
な
い
食
の
質
の
確
保
は
不
可
欠
。

食
の
質
確
保
に
向
け
た
検
討
を
問
う
。

答
食
の
安
全
・
安
心
に
配
慮
す
る
な
ど
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
証
す
る
。

介
護
を
さ
れ
る
人
も
介
護
を
す
る
人
も
、

自
分
の
人
生
を
歩
め
る
支
援
策
に
つ
い

て問
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
（
介
護
者
）
が
個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
こ
と
は
介
護
さ

れ
る
人
の
た
め
に
も
必
要
な
条
例
と
考

え
る
。
条
例
の
必
要
性
に
つ
い
て
問
う
。

答
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
っ
て
い
く
中
で
示

し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

環
境
基
本
計
画
中
間
見
直
し
の
成
果
と

課
題
に
つ
い
て

問
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
を
達
成
す
る
具
体
的

な
実
行
策
を
問
う
。

答
区
の
環
境
に
合
う
太
陽
光
発
電
を
中
心

と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
推
進
す
る
。

問
有
害
化
学
物
質
の
暴
露
は
化
学
物
質
過

敏
症
の
方
た
ち
に
と
っ
て
は
非
常
に
深

刻
な
問
題
だ
が
、
本
来
は
全
て
の
人
に

と
っ
て
避
け
る
べ
き
事
態
。
区
の
施
設

で
の
有
害
化
学
物
質
削
減
の
方
向
性
や

具
体
策
、
削
減
目
標
の
数
値
な
ど
も
書

き
込
む
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

答
個
別
に
数
値
目
標
を
定
め
る
こ
と
は
困

難
。
化
学
物
質
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
、

区
の
取
組
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。

羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
や
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
、
新
庁
舎
建
設
を
含
め
た
品
川

区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
第
二
庁
舎
は
、
建
物
を
残
し
て
別
途
活

用
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
区
民
の
負

担
軽
減
を
謳
っ
た
区
庁
舎
跡
地
周
辺
一

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
組
み
込
ま
れ
た
。

決
定
ま
で
の
協
議
状
況
を
問
う
。

答
会
議
体
の
名
称
は
無
く
、
関
係
部
課
長

と
の
会
議
、
区
長
、
副
区
長
を
入
れ
た

会
議
等
を
10
回
前
後
や
っ
た
と
思
う
。

問
財
源
計
画
も
、
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
区

民
負
担
軽
減
の
方
策
が
盛
り
込
ま
れ
、

答
申
か
ら
大
き
な
変
更
と
な
っ
た
。
そ

の
理
由
と
、
区
が
示
す
区
民
の
負
担
軽

減
の
意
味
を
問
う
。

答
跡
地
の
有
効
活
用
で
収
入
を
確
保
。
区

民
の
実
質
的
な
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
。

問
リ
ニ
ア
事
業
者
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
型
説
明
会
で
、
２
０
２
１
年
の
事
業

者
説
明
会
と
は
異
な
る
説
明
が
あ
っ
た
。

区
と
し
て
事
業
者
に
、
市
民
へ
の
説
明

不
足
等
を
指
摘
し
改
善
を
求
め
る
べ
き
。

答
丁
寧
な
取
り
組
み
を
事
業
者
に
求
め
る
。

問
乳
幼
児
等
も
含
め
た
全
て
の
区
民
へ
の

羽
田
新
ル
ー
ト
に
よ
る
影
響
を
聞
き
取

る
手
法
に
つ
い
て
問
う
。

答
保
育
者
や
介
護
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査

は
、
今
回
、
実
施
す
る
予
定
は
無
い
。
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渡　
部　
　
茂　
　
議	

員

（
自　
民
）

せ　
お　
麻　
里　
議	

員

（
無
所
属
）

西　
村　
直　
子　
議	

員

（
自　
民
）

安　
藤　
た	

い	

作　
議	

員

（
共　
産
）

品
川
区
政
に
つ
い
て

問
行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
区
長
の
考
え
の

下
、
区
職
員
は
事
務
執
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
３
か
月
で
区
職
員
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
思
い
を
届
け
た
か
。

答
職
員
報
等
を
通
じ
て
、
考
え
を
随
時
職

員
に
伝
え
て
き
た
。
ま
た
区
長
室
の
ド

ア
は
常
時
オ
ー
プ
ン
に
し
、
自
ら
各
職

場
や
施
設
に
足
を
運
ぶ
な
ど
、
管
理
職

や
職
員
と
の
対
話
を
重
ね
て
き
た
。

品
川
の
教
育
に
つ
い
て

問
義
務
教
育
学
校
は
現
状
６
校
の
制
度
の

ま
ま
進
め
る
の
か
。
品
川
の
教
育
全
般

等
を
改
め
て
検
討
す
る
よ
う
な
機
会
を

経
て
、
増
設
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答
区
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
単
体

の
小
学
校
、
中
学
校
な
ら
び
に
義
務
教

育
学
校
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
現
状
の
６

校
体
制
で
と
考
え
て
い
る
。

問
品
川
の
子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
中
で
生

き
抜
く
た
め
の
入
口
で
あ
る
義
務
教
育

は
重
要
だ
。
こ
れ
か
ら
の
品
川
の
教
育

は
ど
う
進
ん
で
い
く
の
か
。

答
時
代
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
教
育
要
領
や

市
民
科
の
内
容
を
見
直
し
て
い
く
と
と

も
に
、
品
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
役
割
等
を
工
夫
・
進
化
さ
せ
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
発
達
に
向
け
社
会
全

体
で
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

問
現
在
資
材
調
達
等
の
懸
念
が
あ
る
が
、

竣
工
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
は
。

答
資
材
調
達
の
状
況
や
工
事
従
事
者
不
足

等
の
影
響
を
踏
ま
え
、
精
査
を
進
め
る
。

町
会
支
援
に
つ
い
て

問
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
こ
そ
、
各
種
証
明

書
の
写
し
発
行
の
た
め
活
用
す
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
の
設
置
を
求
め
る
。

答
令
和
５
年
度
に
戸
籍
住
民
課
に
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
の
利
用
状
況
等
を
検
証
し
地
域
セ
ン

タ
ー
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

産
業
支
援
に
つ
い
て

問
品
川
パ
ビ
リ
オ
ン
へ
の
出
店
の
現
状
は
。

答
令
和
４
年
度
、
機
械
要
素
技
術
展
に
10

社
、
Ａ
Ｉ
・
業
務
自
動
化
展
に
５
社
が

共
同
出
展
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

　
・
子
ど
も
若
者
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

な
ぜ
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
反
対
を
表

明
し
な
い
の
か　
森
澤
区
長
に
問
う

問
区
長
の
反
対
表
明
が
新
飛
行
ル
ー
ト
を

止
め
る
決
定
打
に
な
る
。
国
に
反
対
し

な
い
と
い
う
の
が
区
長
の
立
場
か
。

答
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
地
域
性
等
の

個
別
事
情
を
踏
ま
え
た
影
響
を
把
握
分

析
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
国
に
対
し
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

お
金
の
心
配
な
く
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
支
援
に
責
任
持
つ
品

川
区
に

問
私
立
や
都
立
特
別
支
援
学
校
に
通
う
品

川
区
在
住
の
小
中
学
生
も
、
給
食
無
償

化
の
対
象
に
。
例
え
ば
区
立
無
償
化
と

同
額
を
上
限
に
現
金
支
給
等
を
求
め
る
。

答
来
年
度
予
算
案
の
学
校
給
食
無
償
化
は
、

区
が
設
置
者
で
あ
る
区
立
学
校
を
対
象

と
し
た
も
の
だ
。
設
置
者
の
異
な
る
学

校
に
通
わ
れ
る
方
へ
の
支
援
は
、
今
後

の
研
究
課
題
と
し
て
い
く
。

学
校
選
択
制
や
学
力
テ
ス
ト
な
ど
に
よ

る
競
争
教
育
で
な
く
、
子
ど
も
の
権
利

条
約
活
か
し
た
学
校
へ

問
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を
求
め
る
。

答
都
が
子
ど
も
に
関
す
る
基
本
的
な
条
例

を
発
出
し
て
お
り
、
ま
ず
は
区
と
し
て

周
知
啓
発
し
て
い
く
考
え
だ
。

庁
舎
跡
地
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
特
定
企
業
の
も

う
け
の
た
め
に
差
し
出
す
な　
新
庁
舎

計
画
は
白
紙
に
し
、
区
民
参
加
で
一
か

ら
検
討
を

問
区
民
の
財
産
で
あ
る
区
有
地
が
70
年
以

上
も
特
定
の
企
業
の
も
う
け
に
使
わ
れ

る
渋
谷
区
等
の
例
は
、
区
民
に
と
っ
て

大
き
な
損
失
で
は
。

答
定
期
借
地
権
を
設
定
す
る
貸
付
料
で
、

新
庁
舎
を
建
て
る
際
の
実
質
的
な
負
担

を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が

あ
る
の
で
今
後
検
討
す
る
。

気
候
危
機
打
開
へ
、
品
川
区
か
ら
も
本

気
の
対
策
を

問
原
発
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
は
国
の
責

任
、
と
の
姿
勢
で
は
気
候
危
機
が
止
め

ら
れ
な
い
。
区
は
、
温
暖
化
は
や
む
な

し
と
い
う
立
場
な
の
か
。

答
国
、
地
方
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を

し
っ
か
り
と
実
現
す
る
こ
と
で
、
地
球

環
境
の
保
全
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

問
区
で
は
、
所
得
制
限
を
設
け
ず
、
全
て

の
ゼ
ロ
歳
児
家
庭
を
対
象
と
し
た
お
む

つ
宅
配
定
期
訪
問
を
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。
お
む
つ
の
他
に
も
多
様
な
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
様
々
な
育
児
用
品
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
ミ
ル
ク
や
離
乳
食
、
お
尻
拭
き
等
も
選

択
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問
今
回
行
わ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、

障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
へ
の
配
慮
が
必

要
と
考
え
る
が
、
具
体
的
取
組
は
。

答
ユ
ニ
ボ
イ
ス
に
よ
る
音
声
読
み
上
げ
や
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
の
問
合
せ
窓
口
を

設
け
る
な
ど
、
丁
寧
な
対
応
に
努
め
る
。

す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

問
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で

夏
休
み
な
ど
の
昼
食
は
保
護
者
が
用
意

し
た
弁
当
の
持
参
と
な
っ
て
お
り
、
保

護
者
か
ら
は
、
「
た
ま
に
は
お
弁
当
作

り
を
休
み
た
い
」、
「
選
択
肢
が
ほ
し

い
」
と
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て

い
た
。
今
後
、
仕
出
し
弁
当
導
入
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
学
校
内
と
い
う
環
境
を
考
慮
し
た
運
用

や
、
日
々
変
化
す
る
利
用
児
童
数
に
対

応
で
き
る
事
業
者
な
ど
、
試
行
に
向
け

現
在
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

問
医
療
的
ケ
ア
児
が
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル

に
定
期
的
に
通
え
る
こ
と
は
、
放
課
後

の
居
場
所
確
保
と
同
時
に
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
居
場
所
と
な
り
、
相
互
理
解
へ

と
繋
が
る
。
現
在
の
受
入
れ
状
況
は
。

答
令
和
３
年
度
は
１
名
、
令
和
４
年
度
は

２
名
が
利
用
を
し
て
い
る
。
保
護
者
の

意
向
を
確
認
し
、
学
校
や
主
治
医
、
対

応
す
る
看
護
師
等
と
の
情
報
共
有
を
行

い
、
受
入
れ
の
調
整
を
し
て
い
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て

問
施
政
方
針
に
も
支
援
学
級
の
新
設
と
あ

る
。
障
が
い
が
あ
る
子
も
な
い
子
も
共

に
過
ご
す
時
間
を
確
保
す
る
た
め
の
支

援
学
級
新
設
、
そ
の
よ
う
な
方
向
性
が

重
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
特
別
支
援
学
級
は
区
立
小
学
校
内
に
設

置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
通
常
学
級
の
児

童
と
の
交
流
や
共
同
学
習
も
容
易
に
で

き
る
。
児
童
の
実
態
や
保
護
者
の
意
向

を
踏
ま
え
た
上
で
、
一
層
交
流
が
深
ま

る
よ
う
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
に
向
け
て

問
こ
ど
も
家
庭
庁
設
立
に
向
け
、
国
は
省

庁
横
断
的
に
取
り
組
む
と
す
る
が
区
は

ど
の
よ
う
に
部
署
間
連
携
を
行
う
の
か
。

答
行
政
の
縦
割
り
を
打
破
し
、
民
間
支
援

団
体
等
と
も
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
強
く
認
識
を
し
て
い
る
。
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
議
論
を
は
じ
め
機

動
的
な
組
織
体
制
の
検
討
を
行
う
。

問
児
童
相
談
所
に
お
い
て
子
ど
も
の
声
を

聞
き
、
代
弁
す
る
意
見
聴
取
の
整
備
を
。

答
子
ど
も
の
声
が
届
く
子
ど
も
ア
ド
ボ
ケ

イ
ト
等
の
機
関
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

問
親
支
援
が
不
足
し
て
い
る
。
児
童
相
談

所
で
親
の
変
化
を
促
す
支
援
に
つ
い
て
。

答
専
門
的
に
対
応
す
る
組
織
を
つ
く
り
、

親
子
関
係
を
改
善
す
る
再
統
合
事
業
を

実
施
、
区
独
自
の
支
援
体
制
を
充
実
。

地
域
共
生
社
会
に
つ
い
て

問
高
齢
者
の
独
り
住
ま
い
の
対
応
困
難
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
高
齢
者
を
支
え

る
、
民
生
委
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
。

答
民
生
委
員
に
お
願
い
す
る
日
常
の
見
守

り
と
、
行
政
や
関
係
機
関
が
担
う
制
度

的
・
専
門
的
支
援
の
役
割
分
担
を
再
確

認
し
、
検
討
を
進
め
る
。

問
居
住
支
援
つ
い
て
、
住
宅
と
福
祉
の
連

携
、
官
民
協
働
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
入

居
後
支
援
が
必
要
。
区
の
見
解
は
。

答
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
連
携
が
必
要
。
今
後

も
さ
ら
な
る
連
携
の
促
進
に
取
り
組
む
。

環
境
施
策
に
つ
い
て

問
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
減
ら
す
た
め
の
量
り
売
り
、
リ

フ
ィ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

答
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
啓
発
を
は
じ
め

効
果
的
な
取
組
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
エ
コ
ル
と
ご
し
が
人
気
。
お
客
様
本
位

の
セ
ン
ス
溢
れ
る
周
知
・
広
報
を
ど
う

実
現
し
た
の
か
。
今
後
の
取
組
は
。

答
地
域
や
企
業
、
区
内
外
の
関
係
施
設
と

の
連
携
・
交
流
を
よ
り
促
進
し
て
い
く
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
目
線
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
一
方
通
行
に
な
ら
な
い
情

報
発
信
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
。

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

問
内
容
、
抽
出
の
仕
方
、
バ
イ
ア
ス
が
含

ま
れ
な
い
調
査
設
計
を
。

答
質
問
項
目
等
を
丁
寧
に
設
定
し
、
率
直

な
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
す
る
。
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特別委員会の活動
2月～ 3月

2月から3月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

常任委員会の活動
2月～ 3月

2月から3月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

総務委員会
2月２7日  議案審査（２件）
 請願審査（２件）
 報告３件（専決処分の報告）について質疑

2月28日  報告６件（令和５年度組織改正（案）など）に
 ついて質疑

区民委員会
2月２7日  議案審査（１件）
 総合区民会館（きゅりあん）を視察

2月28日  報告２件（令和４年度　マンション管理組合等
実態調査報告書など）について質疑

文教委員会
2月２7日 議案審査（６件）、請願・陳情審査（３件）
  報告１件（区立学校における３月１３日以降の

教育活動）について質疑

2月28日  報告 12 件（学校改築の
進捗など）について質疑

建設委員会
2月２7日  議案審査（５件）
 請願・陳情審査（17 件）

2月28日  報告４件（品川区まちづくりマスタープラン改
定に向けた検討状況など）について質疑

厚生委員会
2月２7日  議案審査（５件）
 陳情審査（１件）

2月28日  報告５件（地域福祉計画改
定に伴う区民アンケート調
査結果報告など）について
質疑

行財政改革特別委員会
３月1日  特定事件調査のまとめについて
 ①新庁舎に関すること
 ②行政のデジタル化に関すること

災害・環境対策特別委員会
３月2日 特定事件調査のまとめについて
 ①防災に関すること
 ②清掃・リサイクルに関すること
 ③環境に関すること
 陳情審査３件
 報告５件（防災フェアなど）について質疑

　品川区議会では、区民の皆様により身近な区議会の実現や議会活動の一層の活性化を目指し、議員が主体となり、
「議会改革推進会議」、「広報会議」、「区民と議会の交流会議（旧 議会報告会等準備会議）」、「ＩＣＴ推進会議」の４
つの会議体で議会改革に取り組んでいます。
　令和元年５月から令和５年３月までの主な取組状況は以下のとおりです。

議会改革の取組状況をお知らせします
（令和元年度～令和４年度）

議会改革推進会議議会改革推進会議

・ 令和3年7月29日に「新庁舎整備基本構想における議会機能に関する意見」を、令和4年2月4日に「新庁舎整
備基本計画における議会機能に関する意見」を執行機関に提出しました。

広報会議広報会議

・令和元年5月23日に区議会だより改選議員紹介号を新規発行しました。

・令和元年11月26日発行区議会だより第277号から、表紙に公募写真の掲載を始めました。

・令和2年11月25日発行区議会だより第283号から、発行日に区公式LINEでのお知らせを始めました。

区民と議会の交流会議区民と議会の交流会議

・ 議会報告会を常任委員会別に実施することを新たに決定し、令和2年12月
には区民委員会が初めてオンライン方式で開催しました。その後も、新
型コロナウイルス感染状況に鑑み、常任委員会ごとに対面やオンライン
の方式で開催しました。

・ 毎年11月の品川女子学院との意見交換会のほか、令和元年12月に高齢
者クラブと、令和3年12月に学校地域コーディネーターと、それぞれ意
見交換会を行いました。

・ 職場体験として、令和2年1月、令和3年11月、令和4年11月に伊藤学園
を、令和4年12月に冨士見台中学校を受け入れました。 オンライン開催された議会報告会の様子

ICT 推進会議ICT推進会議

・ 令和元年11月28日（令和元年第 4 回
定例会）から、本会議における音声
文字化アプリケーションによる傍聴
支援を開始しました。

・ 令和2年1月14日から、紙の減量化
の取組の一環として、本会議・委員会招集通知の完全電子化を開始しました。

・ 令和4年3月28日までに協議を重ね、平成29年7月以来使用している議会タブレット端末の次期更新機器
を選定しました。

本会議場 傍聴席

（発言内容を貸し出し
　端末で閲覧可能）

○○○に
つきまして
は・・・

○
○
○
に

つ
き
ま
し
て
は
…

文字音声認識
文字化音声

音声文字化アプリケーションを使用した傍聴支援のイメージ
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区議会だよりに掲載する写真を
募集しています

　品川区議会では、「区議会だよりについて、より多
くの方にご興味を持っていただきたい」との思いから、
表紙写真を募集し、ご応募いただいた中から選ばれた
１枚を表紙に掲載しています。ご応募いただいた皆様、
素晴らしいお写真をありがとうございました。
　引き続き、区議会だよりに掲載する写真の募集を
行いますので、ぜひご応募ください。
　【応募資格】区内在住・在勤・在学の方
　【募集作品】品川区内で撮影したデジタル写真

品川区の魅力を PR できるような写真をお待ちしてお
ります。

※ 応募規定など、詳細は区議会ホームページでのご案
内をご覧ください。

【問い合わせ先】
調査係 電話：03-5742-6810
　　　　 Fax：03-5742-6895

区議会ホームページの
多言語翻訳を開始しました

　区議会ホームページでは、100 以上の言語に対応
可能な多言語翻訳機能の運用を令和５年４月から開
始しました。
　主な機能は以下のとおりです。

（１）自動翻訳
　区議会ホームページの言語は、利用者の端末（スマー
トフォン等）の言語設定に応じて自動翻訳されます。

（２）手動翻訳
　区議会ホームページ上のアイコン（以下）をクリッ
クして出てくるリストから言語を選択することで、
表示する言語を変更することができます。

▲ この多言語翻訳機能の
アイコンをクリックす
ると右のリストが出て
きます

浅間台小学校　本会議場見学（令和５年２月３日）

　区立浅間台小学校の３年生が、区議会本会
議場（区役所議会棟５階）を見学しました。
　本会議場では、ふだん本会議で議員が座っ
ている席に座り、備え付けのマイクから区議
会議員に直接質問をしました。この質問タイ
ムではたくさんの手があがり、

「どうしたら議員や議長になれますか？」
「どんなことを課題と感じていますか？」
「どんな仕事が大変ですか？」
「お休みはいつですか？」
など、この他にもたくさんの質問が出て、議員が丁寧に回答しました。
当日参加した児童の感想をご紹介します。
●   議会棟の方たちは、品川区民のためにいろいろなことをしてくれているということが分かりました。
●  実際に議員の方にお話を聞けて嬉しかったです。わたしも議員になってみたいと思いました。

次回の区議会だよりでは、新しい区議会議員をご紹介します
　令和５年４月 23 日執行の品川区議会議員選挙で選ばれた 40 名の区議会議員を、５月に発行
予定の区議会だより第 299 号にてご紹介します。区議会だより第 299 号は、発行後、区内全
戸配布します。
　なお、区議会だよりは区議会ホームページからもご覧になれます。


